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.殊に生物學の基嗹母けにと志 した物理化學的ナ∫面のも.のを御紹介致 しませ う・我等.の研究





〔1〕膜 電 位 差
Iiullodi・m一膜に よ り二つ の電 解質t'a液を隔 てるBFIこ一 勉 通 .じて1聡 液 間に電 位差が起.る.我等 .
は:これ を1:011a]ium一膜 め膜電位 差 と名 け,hoPlodium一膜の斯 か る作用をその動電 的郊果 と呼んセ
ゐる・4～5年間に亙つて我者の 爲.し來つ た業繽/により.膜 徴孔 に於て水i液 中 どは輸卒 を異 にして
韻散電位差が起 る もの とすれば,r:ollodium-uの僕電イ江差 に開 す る多 くの現象は此の形式に於てTJL.




一つの1{ollodium一膜嚢をとa.こ れ を上部から韻次に横斷 し,其潭毎に殘る底部の膜嚢に就て.
・次麟 膜離 差.{・醐 幽 一結細 ・ .爺・C・と・糠 電雌 ・蝋 緇 吉








被檢液柱)が 短 くなつて底部に近づ ぐに從ひ標準膜
電位差が壌加する.標 準膜電位差ガ層加する程,膜




分の含軌 て居る嚢 示し(韓),.鰍螺 灘l
YJi輔 噛m膜 蹴 ての繊(蘿1か ら結論した所
と一致 した,猫31～54Mi】licolt:の標 準膜電位差.を有
}す る種 々の]:oll・dinnt一+3r組胎 瞠 で1乍つた並
列嘆電池の合域膜電位差(第2鬪縱軸}と,各 膜電池.
8a).電動力の代數和(第2鬮横軸〉との{醐係を示す各點
は,第2個 ζ示すIt'krc:is'の直線上1ζ略 績 はるζ
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一.5,
論 を下 さオz,乂K..S611rieiも異常齶蔭透の研究
に於て隔膜 各蔀め微孔性の相異に論 及 し て ゐ
亀・.蓋レ興 味深 き實驗成績 φ歸趨であ る・
樗1準脚電 位差.53～55.]'ii.11ivolt(18。C)の完垂
乾噪ll二1")110dihnv;:fffiはi一價め.Kaξ oI}に對 し.
て可蓮 的電極の様に 作用.して,IOn}活度 と膜電
.位差 との 間にNernstの畢極電位差の式 と同様の
囎 係参 成韋す る・それ故かLる 性歌 の完全乾燥ぬ
KollbdipmT曄を我 等は膜電 琶.とも名 ける(勝}・
期 ち膜電極 は1'ICIに對 しては水素電趣,KC1.
魏aqfl)'ttLiClに對 してliK一,Na一叉はLi-
Amalg血n一電極の様 に作 用す る.それ故HCIの
















に就て次の二つの電極.《及Rの 何れ を選ぶも略 辷同樣の結果を得る(村本).
+・・一呻C・(N
]0論).凶1・ ・冖.い ・
+刺 照 唄 制 喇IICI(畏
厂 翫 睡ql八 ・一・…一(H).
又1{¢1のfon一活度を求む るに も前同樣
b+
・eeｰs・1・(io-6 -fO)・ql㎏ 一 ..…
`+Hg陣 一(
io.月膜lk喘 「 鑄)㎏d.1・ ・冖 一 一 ・P)
.;D












































膜電越のかLる 應用例li,水素電毬や ∴㎜1蟄呼 電極を用ふるよりも 膜電極を用ひた方が取扱
一(窃 究雜記)一
物 理 化 学 の 進 歩VQI、8Na.3(1934))
一 傭)..研..究、1.雑記v . JJ
が 嘆利であ.るとs.lxllrを示す に過 ぎぬが,.次にほ水素電極 やChinhydron一電 極で どう:して も測 定
す るzと のrii來ぬ溶液 中の 〔Hつ.を,我等 嫁膜電勧を以 て測定 し,膜 電 極の 〔H〕測 定上に於 ける.
特殊地位 を確証 したeuち 水素電{gi1Lて〔H'〕..の測牢め 出来 ないCuSOa,CuCls,YbCI:,Hg(ろ等
の水溶液 の 〔H'〕を膜電1極にて測定 して其 加水分解度 を算 出 した.第2表 には其 他CdCls,FeCI.,
第 二 表
鹽 類 濃 度 温 度
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;NICIsに闘する成緩をも合はせ,叉 他の學者め測室値と.も對照 して掲げた.斯 かる型類の加水分解
度の測tiは多 くは30SFN'Slbnりに行etitて,〔HI〕.に.してsxzaの轉{匕逑度等で測つてゐた ことであ
るから,數位の絹 しい對照は望め無い.我等の加水分解度塀從來の測定値 と位数に於て一致 してゐ
ることは充分の一致と¥}倣してよろしか らう. り
獪此の際CuSO4に於て は階段的 加水分 解め成立す.ることを初 めて證 明 した(葛 岡).帥 ちCuSU,
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～
然 るに 〔IulOHI'〕=.〔H'〕と考へ らる 、か ら
〔1.1'〕含 =K:'叉`‡pCu一?Px=logKノ〔C
u'〕
を得 る回 故に若 し此の開係即 ち階段的 加水分解が域立 す るな らば,pCu=一log〔Cu"〕と,2pH=一
1(層〔Hっ畧との聞 に直線的 閾隼が威 立 し,且共4)頬劔 ま45。で無 けれ ばな らぬ.種 々の濃庫のCuS()A
溶液 のpCuを 銅電 極に よn叉pHを 膜電極 によ り測 定 し,ζ れ に就てPCuと2pH.と.の 圖 を












一般 に完全乾燥1:0110dium一・膜は .「種以上の.Rationの共存せ る場 合には,そ の内移動速度 の大な
るKafionに射 す る動電的效果 のみが」£として表 はるる..それ故CuSQa,FeCI,.alCl,rの水溶 液に
於 て,完 全乾燥Konodium一膜の 膜電位 差 を支配 する ものは,そ の 加h分 解 に よ 膨kす るFl。であつ
て,Cu",F(ゾ,uｰ.等では無 い筈である.既 の憚定の もとに此等鹽類め 加水分解度の測定が膜電 極
に.より行 はれなのであ るが 覧 その結果は上:wの通 り從來他の墨 者が他の方法 によ り求めた數偽 と良
§一致 を示 した.從 つで始 めの 假定 に誤 な きことが刺明 した.puち完全乾燥Kol】odium一膜殊に.その
内最 も標 準膜電位差の.たな る膜rl;tgilcgEtしては,多 價のKntinnは膜作用 を呈せ ざる もので あつて.
个迄沚 等盛類の膜 作用 として認 め られた現象は.鹽 類 の加 水分解 に よ り生す るHOの11=NJに歸すべ
き もの と:考へ らるL
FcCls二FdC13混合ih液の 〔Hうは水素電極 にて も亦Chinhsdron一電欅 にて も測定す ること.はlll来
12,
なc。.我等 の膜電極 に よつて 始めて典 のH的 を逹.し得だ ものであ る.(藤 囹)
FiYJcnhagenはFeC[零」FeCI3等酸化還 元系の電俺差發生機構に對 して,酸 化還元電位差.を水素電
晦電位 差 と.1撒すべ きもの であ るど ド張 し海.帥 ちFe..1;一1'eC;lailti合溶液 に於て
Nc'・・+ix,一Fc"+1.r
跨 器 一・(1)
.个任意の水素分Ill琴に年衡せる水素電極ifkiの水素分子の濃度 を 〔1・』〕と し,Hulryの法則の邁用を是
認すれ ば.,水素電櫨の單極電位差eは
、 ・一一・…Tbgk器 書垂.・(・ ・
一(研 究雜記)一
物 理 化 学 の 進 歩VQI、8Na.3(1934))
式.(Dを.式(2)に 代.入して
(鰰 .研.究.・.礫記
.一'A、齟.、T、冒--_rr,,・.♂ 　 卍 .,_







ζれ酸化還元電極の單蹴 位差の式である.今臟 巌 のF・C』一F・α・系の酸化翫 電位差を3.fi
MKq一甘'醜 髄 導繃(u)と して測定.し蠍 齦 醐 舵 極にて洳定せ る.PHを第晦 ・細
た,asMKCI一甘汞電極の水素電極に對ナる規定電極電位差綜0.248FiVolt(11'汞電1極を陽極としセ)













一『而 匝一 一戛而 一 弓
一 コ「.『 一司'一 一 一





























E論 響 一L・3・ ∴ ・一・・脚 ・Ql,t,
然るにILtの溶掖 は駿 化還 元電位 差 として.0,4917、←qhを示 してゐ るか ら.1:記Eと の間 には
0386g十〇三4917=0.8786Vo1【
の相蓮が ある.こ れ を溶液 と卒衡せ る水素の分墜め考iに基 くもの とすILぱ 。
・87瞬`ll91・㎎ 一醫一
P芦1氣 飃な る故:P昌1.S4x】0-Pt氣飜iを得 る.こ れ.】L中 に4Sx10-s鶴1の水素分手の存在 を
鮴 す る.も.のな 繖 ・全 俳 糊}墨 臆 味h{rabr"t:1:なL・・幽1'隙1・・h騨 の 媒 融 灘Fゆ
.一1"eL'ls系⑳pH ・.を膜電旗 に.て測 定す ることに よ り崟 く覆 された・(神1.IP




水と灘脅せざる液饐を其 化學構逸の如何に係ら歩"油 「'と名づけCBeu't"じr)・油を ・膜 ∴とする膜























物 理 化 学 の 進 歩VQI、8Na.3(1934))
ss (爵)研 究 雜 記
邇 じて附溶液間に起る電位差を膜冠位差の名の もとに總括 し,此の物質系を"膜'と 呼んでゐるの
　 ナ
で あつ軍(降),Kolkxli白m一膜 のffiE電位差 に關する研究は 喉覚膣電位 滞研 究の・.一小部 介に過 ぎぬ・金
屬電脚)覚 位差は:Iakroskopi写chにはNemstの式 に よ り纏 め らる 丶が ・そのMik▽oskopischな樋
序 に親ては未 だ充分1と明では 無い.KoltOdium-aSitして も,よ り微細 なる機 序へと辿れば直に行 き
諮る・.要雌 の一SSのgelC-thるこ礁 く廣俄 勦 黼 こ覯 る膜磁 差哩1究腿 めて電位瀚
生の本陣 を突 くべ きもの.と考 へ られ,助 虞に硝子翫 極(兇 玉),油電 池(松 永)等 の研究が展開せ ら
れ たの であ.る.
油電 池の研 究に於t油.と して用ゐた ものicは,Benzaldehyd,SalicYlaldehycl,Acetophonon、NILro-
benね1,Chlqroform、Anilin等が あつで,此 の 内Anilinは鹽.9性油 に1そ れ 以外の ものは酸稽 油に鯔
す る.油 電池 の電 動力の測定 には象隈電 位計 を用ゐ象隈顰鞭 法に糠 つ拓
跡蠶鵡 黠愈 羸騰 蕚撃萇蹴 欄 讖
度の 種 々の電解質溶液 を用轟た揚合 〔B}に麓て油電池の電動 力を測定 した.1λ}の内 暁n戳ldelΨd




































住油は陰性膜 として,鹽基性油は陽性膜として作用する.第 四 表
離挈縣彎 贏 裟儺 ㍊1嵳蓬蠶叢督 一昏・・1　岬i苦鰤+
の間 には略 セ直線的關 係が成立す る.此 の直線ρ傾斜 創
ち濃皮效 果に對 して,酸性油 にてはKation,鹽基性油にて
はAnion.が大 なる役割 を演 じてゐ るが レ典の對 をなす
Anion叉はKntionの作 用 もKollaliuw一膜 に於 けるよ.り
は 目立 つて表 はれ る.Hqめ 濃度效果 は例外的iz小さい.
第4表は鹽類 效果 を%r.すもので あつて.Ko恥 脚IU一膜 と
















物 理 化 学 の 進 歩VQI、8Na.3(1934))
'
(腱、 研 究 雑.記 ...一….㌔
aD
號3くは水 中に於 けるTonの 移動 逑度 とは亠致.した順位 を呈 せ なV・.
混合溶液 に雖す る油電池電 動力は,酸 性油 にて は...K鱒Ol1,鹽基性油 にて は,丶nionの内最.も移動
速塵の大 なる ものに支配 さるxこ とKol[odiutn一.op.に於 ける.と其 の規 を一つ に して ゐる.
黠 ・qの 座1剛 卵 及 ・tlli・・ill・・rする鵬 池躑 … 鞦 醸 ・… 攤 酸 ・・p…
酸,Capry←酸..NDIlyl一酸の如 き表 面活性物質 の澪力「亅に.より影響 を受 け.ぬ尸X線 照射 に 上.i丿油電池ヒの
電 動加)變 化する ことをLiechtiが唱へてゐ.るが,此 の研 究 に於 ては認 め得なかつた..
猴 これ に開聯 して油電池のみな らす,鹽 化銀電楓.水 素電 極,流 動電位等1こ對す るX線 の.作用
(50KV.10"'lilliampere)を檢 した.其 結 果X線1まto-6MKCIに よる流 動電位 差に對 しては可逆.
・的な影響 を表はすがt.他の電 位差には影響め無 い.ことを見1.1.1した(松永)'そ れ故 に熱 力學的電位 差







Lippniann,1{elmh◎】tz.の古 くよO,Fruilikin,1{oxtnig.の近 くに到 る迄 毛管電 氣曲線 の研 究は さ う
繁 くはないに.して も.絶ゆ る ことな く.發:巽され てゐ る..種々の電位 差發 生機構1.こ携 はつて來 犂我等の
興味は,自 ら界 面電 位研究の基本的要素 と し七の毛管電氣 曲線 に向 けら.れて行 く., 　ゼ 　
恆温槽 に漬け得 らる便宜上.{:,stsvi,lcl;のモ管電氣計型の装遣を咐ひて實驗 を行つた(吉 田).
毛管の内徑が増せぱ毛管内水銀桂の昇降度を減 じ:且毛管電氣曲線の形及び位置は 變 化 す る,然 し
毛管電氣曲線の最大郵に塑敵する電位差1i師.換曽すオ硫ζ水銀一{薇夜界面に於 け る界面張力を最



























xクトよ り加へ らる 丶電位 差一 常 に水銀側1.こ陰
極,溶 液棚 に陽極 を接績一一 が 同一で あれ ば,其
廻路め抵抗の 大小 に係 らす,毛 管電氣曲線は 唯一.,
に決定 され 、形 は.勿論最 大黝の位置 も.#Rらぬ・廻
路の揖抗大 となれ ば水銀柱の昇降が緩除 とな るば
か りで あ る..則ち水5CC)h面張 力の噌 減 を決 定す る
も.のは,外 か ら此 の界 面に加へ らる ㌧電位差の大
さで.あつて,電 流 の張.さに開係 はな い.
.LhSU
a,¥aOH,KC【,¥a(:1,.caci.,蟻酸,酷 酸
酪酸1・D一纈 草臨 の8潤N乃 至 軌oo16N篳鬩め
水溶液 につ き,E匸"を求 めると第6圖の樣 に,E"、と
稀燦 度V(對 数尺度)と の間 に連績的 な關 際は認
4Sらる 」がb此 の直 線な り曲線 な りの傾斜,彎 曲1
位置等は物質に よ り異..り,EmとVとのPiliz一定め
關係 を認 め難 い.6例へば此等溶液 と空氣 叉は水銀
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の聞に何か關聯が存在しないか.と探.して見たが見付か
らなかつ疫・.然し →]iC]4L… 職Caprgl一
酸,HePty1一酸等表面活性物質 を加へて室氣 に對 する表
面張 力を.(水を100とすdi13:)4690とな.るwitして,此
の.毛管電氣 曲線 の.EnLと比表面張 力Yと の鬪 を書 く
と第7圖φ様 に1?wとYと の闇 に=L8線 的醐 係が窺
















蹣 60 ua ㈲
r
HCI,KCI叉NaClのlon・ 溏 度
・一..IICtを電極液 とする水素電極 と.一一K(:1.一・H'汞電極 とを,3.5N.並に1」.5)〈TK(;t
Bjerrumの9ト插法に よ1,擴散電位 差 を除去 して得た る電位差 はHCIの 濃殴に對り
しGl`りsllめ先全電離 設よ りの要求 に一致 して經過する ことは 飫に紹介 した所で ある(勝).共 後N.
粉,
町errロln.め外插法のjE鶺.を得た る ごとが證 明せ られ たか ら(今 井,村 本 、松永),韻 散電位 差の除 夫
に誤謬 の無い ことを知 つたが,更 に
Pt.一HgIHq(〔}・1一一〔〕,`.ゆ2.N)`、a占へ9-Pt(i)




にて輿 昏 ら.るL..坦し.ρ'=0.0001983.T.Tは絶對混度 、1':nはpl.1=Ol.こ於 ける.此の電池の電 動力
であ る・而 て1,IC;1の濃度 をC,共 活動車 をa.と すれば1
.⇔Hニー16gC-lo9α(2)
ノ,L十2θ1⑪gC冨E,一2bloga(3)
Cん0と なれば.a→1,從つて10ga→Oと考 へ らるsか ら,式(3)ゆ 左邊 の數値をy軸 に とiJ,C
第 瓦 表.の 僻 かの 鰍 丿渡 硲 轍 とつて・c=0に 於 けるyの
.値 を外插的 に求むれ ばE.が 得 らるN.Cの 凾數 としては
m「 ぜ σ,iシ/て「等が考へ らるN.Peb)'enyの理論 によれば ♂で














るか ら・ 各 ミ.撫・る處 に騨 》で な り3Cy'.'CtoｻRl
ふ るが よい.G.N,Lcwisは》τ を選u,】o,a.はN'.て「fL
rif例す る もの と して ゐるが.實際 に彼の示 してゐるa(第5炎)
を至細 に檢すれ ば,彼 の所説 にrし 却 つてlyeLを選布 だ方
.が優つてゐる ことを示 して ゐる.@0ち
ll.19α冨一kN℃.(11)
.及びlo9α 置一k婁!C(5)
に よ.n.k及k'を.,HCIの各濃 度に就 て求 め.錢 差の 自乘の線和 を.求めると,kた.ては0.027、k'に
てはo:oizとな.る..GPち.G.N.恥wi5は式(J)が よ り良 く成立す ることを實示 してゐ乍.ら,式(9)
のIK11.L'4qへて…ゐる.ものであって,圃 式直觀 法に其誤謬 の線 蕩が 存す る・
扨 て.H('1の18℃に於 ける測定値 を.用ゐ式 ③ の.左邊 の敬値 と1`ダCと の關係を.tairsすると此
一(研 窺雑言己)一
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處 に直線 的關係の成立が認 め らるLか ら量小 自乘法に よ り計算 してE。「022仭Volt'を得 た・各渥
度のtuaYcitkて實測せ る電 池{i)の 電 動力と'ｰi'3tc,:aとか ら,式.(1)及(2)に從ひQを 謎算
し,そ れ よ り α一〆 万 糊 を作つて 各濃度の 配の催 か らしき儀 を圖式に求 めて第駿 の結果を得 弓・







































糊 は ・と1Cと硼 係鯲 て,・hush.1)ehpc,Le・破 び 鹹 綾(欄 ・を嫩 した もので,・㎞ ・
の設に本成績 のみ な ら'r,G.N.無応 の 數.値も亦aだ よ く一致 して ゐ る.z/Ll3嘗て余の指示 し
た る所 と合致す る.
x及Na'の 活度 を測定す るには,水 素氣 中に於て被檢液 中にK-xはh,噌Amalgam(電氣分解
的に製す)を 滴下 する:¥malgam一滴 下電 極 を財亅ゐた.帥 ち
・副 ・CI(N]0"(i90)Ag{:11:1e1't..㈹
・副 唖 ・・(.10'fdO)剰 ・・一・・ ㈹
なる電池の電動力を測定し,1-ICIに於て電池Glに就て爲した.ると同様の方法により活動車 醒を求 層
めて第7表の如 き結果を得た(村 本).これは從来の測%tifi及び計算値に1ヒして値が小さい.實驗方































K'一iA度を測定す る場合に,1aa中 に 共 存す る
¥a(;1の影響 を供 に調べ て見 た.一 般 に此等夾雑
!簷類に よ り,電位差は溜i液中のh川 一活度が」特強 さ
る 、カ'向1ζ變化す る。K-AnlalK4m一電 倒 とKC[
溶液 の掲合1ζ,夾雜するXaCIに よ りK'一活度の
,A.,y;さるL.1蟀と・V・ciとliC1と.のof・1濃庫
め比(劃'数x度)と を鬪示 する と,第9岡實綴の據
になu,¥Ta-amalgam電tと¥'a'(コ溶液の揚合

























































女 膏 牽 】166千
N・Cl}(はKC]の端 一…1ド・舗 ・る 畤 は殆ど靴 を示・ぬ・・,そnLXIt含有さ・ 畤 は … 一
、活疲増 加の觀 を呈 し,爽 雜物"oieとなれ ばIOh'活度は略 ヒ1.4僖となる.K←AmalgAmに.於けるNa.
の影響 と,翫 一Amalgamに於 けるK'の 影留 とは殆 ど一致 してゐ るがK魂malgam電 極電 泣差が溶
液 中のN・'に よ り影響 さるsこ とは,Na一加 歌 λm電 極瞳 位差がi審液 中のKOreより影饗 さるLこ
・eSb .蟐 醐 大 砺 ・…)bi..tN・{;・1一,Sこ指 の船 ・'MgCl:i,(…Cい・・1・,U・Cl・,・…b.を〃ll
へる と,NaTA!nalgam一電blに對 す る電 位差はNa鹽一活度が1～7.ll倍に壌 強 したのと同様び)效果 を表
ば し,略 ぐ原子番 號の 左なる もの程その影 響は穴である・"・19,Ca,,Srは此の 濃度にて殆 ど影響 無 く
・ U捌・,贓 ・肋 騾 ・・な 剏 駅 照 ・鰍 酪脚 一・劇 ・・㎞ ・
度軸 槻 纜 量 し・ 此等添嫌 類が」痂 の揚 合鯲 て も氈s・HC:1tcて`ま4・5Pt・・as酸にては1・6{K・
酪酸 にては1.5倍を示す.此 等酸類ρ種 々の漫度iこ於て檢 するに,Ion一活度嚇強現象は 〔H・〕に對 し1りひ
ても.,.叉漿氤活伽 ζ對して.もf}輌單な關聯は認められぬ(村本).
〔V〕NaHCO3-NazCO3間の犀衡
Ph蜘lph山註icinをr.示藥 と して 緬dim頗eを 行ふ揚 合1ζ,滴定終黙 に逑 して1二.色を呈 し丸 試
抖 を察1.円こ放 匿 して置 くと無 色にな る.ことは誰 もよ く知 つてゐ る:嘱實であつて,室 申の炭酸k斯 の
溶解す ることを以 つて説明せ られてゐる・同 じ くPl}eoo】phξhalcinを擦 示藥 として,炎 酸曹達の溶液
を勲 乂は灘 鰍 嫡 面 ・駘 に… しく.÷滴離 黥 逵して ・hen・lphthaleinが鮑 にな
ったものを1時間も冠内:rcそのまま故齢して置けば次第に徴紅色が表にれ,時悶と.共に色訓が噌強し
2b...25,
て來 る(安 丸〉.かか3試 料 を加熱す.る時同様の現 象の起る ことは 圏`注意深い観察 者,,(孑f川)1こ氣
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・御 撫 ・・灘 韓 ÷ 中和すれば撫 齢 ・な・から・既醐 蜘繍 甕鐡 曹逹
溶液を室沮に放置する時衣第1ζそれが アルカリ姓化ナることを示ず もの℃φ昏 實際is.薄 舜酸
曹逹溶液をIOc.c.とり,ζれにT'henolphthalcin.の1一?.漸を加へて筌 中1こ放置し,發現 して來 る.
Ph・…P…al…哺 色癬 蘇 軋 む・に琴鋒 蕃 蜘..cCCを繭 ・測定して碑


































.態に逹 する もの.と見え.,、所要蓚酸鍛は 一定(皇・4C命〉.,とな.る・.邑:・7.
所 で もしPheralph・halein.髄炭酸 曹灘 液φ・霹 鬮 やm航 ・..を.縣レて潔 と,...長時聞騨
する も,Phenolpb膕einの微紅色 は殆 ど…長はれ て來 ない・ こELIこ反 して二連 ゴム球1ζよb上 記重炭
酸曹逹 溶液に室氣 を逾 る.時には紅色の出現が逑力iで.あるr.




「鶚 驛 〕・一 一=x ..=こ.・.(・)
郷 表の成繊 を引用.して..Kを計算 しよ う.
〔co,〕:空中のCO:;.をb:03%とすれi士氣堅ブβりmm・9)時のCO2ゐ 分座は0.24$mmとなるド
llaltaiの法期を適1+JL.肱・d・1臨罰 慟llゆ.q .1よ.り・艸 の 〔co:〕と して獅 斗す擢 〔ρOl〕≒
0.00001115MoVLを得る・
〔CU;").:平衛朕態 に於 りる炭酸 曹蓮 の1[ul湊度に等 しい とすれ ば 第8表の雛衡歌態に於 け.る.
10一蓚鰍 蜷 蜘 よ 囎 して ⊂・・～勹=0:02.
〔HCO3'〕:zド衛朕態 に於 ける弔炭酸曹逹 のhI61濃度 に等 しと看倣 ぜrx〔HCO,'〕=0.052≒な る1
































(i4 て勝)研 禿 毅 魂.
し
一 舮一 一 一r7・ 冒.ρ..._、も}一-.
(4}.を(3)にて除 すれ ぽ∫
幽 程 器 薯〕.r.: .....…
。.




を鶻(・)・(・):とを蹴 す・・其左贈 く嗣 じ・か・;r.一lll℃な肱 聯 師 し













・ る 玉か.サ豫め心得て置ぎたいのであるヵ皇.球轡や論文を振 して見てもこんな方向に説いた ものは一
寸見當らぬ.
.
我鐓 ‡.KI:Plahnu.¥1.FrowmuCこ倣 ひ,渤1液 の1商加せ る加算 輯M榔 ・olum}をv・相隣れ
』るVの 差j31avteil}を
.ill{Mq.冨V"一V匡1_1},r.を夫 々のV atす る電位 差,Jを 相隣れ るr:の
.測 」・司 弓・一馬 →il'は.Jの 構 れ る もの 畦 価r鵜 ・}」・陵 表 はす もの と.する 今孫 の












'」 中め最 たな る も4)とゴ
3:.をすれ ば滴 定終黯VEt#V2と¥'aと の聞 に存 し,
噸
一(研 瓣 記)一一










として計算 され る・鯛 ・1:(D及② の儷 耽 恥 及.y.韓むるドは夫々第1幗 及PtllmaetRtiず
る・式(DはVtと ㌔ とのllllで」ノが微少 ・箒 ナ 幽 第 十 一 圏
・
の滴加景に針.して均等に變化.するζと.を假




`:))と酬 櫨 は`臆 ～c脳 と 准4}(中壁}・.叉 .凶
(1冫とF・.LHahnu・ILFromTncrの 凾 薮
に よ る もの とは0.005c;c.'の梢 違 を 生 す る
(麟 の旅 て,傾.旗驗灘 の鰰 、 ..哥 早
.て良 く一致することが明かになつた・
・iC・・蝋 ・ゆ 崙 活 蝋 ,轗 蠍 蟻 ・i渝嘯 ・s・Nu.4[・・電聴
滴定鮒 つて・a・臆 の1啣 ・つ試 ① 噫 啝 疑 求峡 の鱒:飜 を秘 蜥 ゆ1rqQ27.
c・c・e示し.服雁との附1組認めら樋 かつtg.・.叉ζれ.障 軸1・hrの力:法にて滴鯲 畢ゆ 麟 難㌧・








さる1Cと 鯛 つた.ぐ馴 ヲ1.
共 他fi,CrO4溶海の電位差滴定を銀を電極
tL,験顳 の硝噸}黻嫡 解 石こ.
と.によ.り試みた(中 本).此 の猷料中.にQ'
,ρ含二#i.され 働 る蹴 ・先づ.qρ 終脈.
必適 して電位差の急變 を生 じ,次 でCr馬
の終 黯 に於てJ4ぴ電位 差は躍進す ること第
.12鬪に示 す通 り,である,atの電位差滴定法
に よ リー F..Cr{.⊇・i溶液脂ζ浸溜{した 生物 紐織
のC:rl〕A結合能 を檢 して,織 織學 上謂ふ所
の.Chrom親和系 を見直 してみた ことが あ
つた」蓋 し生物 紐織 には常に.crを含む故,
・、9…ilggl:rl-laの如 き電極電位差 は.CE勹こて
妨砺 れ る捗 ・こ糧 りCrl』,・"の齢 を.
;'"〉`iめるこ.とは出來なかつたか らである.
塗衆 々ほ電位差滴定法を應川するIt'rSU







・瀞 . ・ ∫!ド
ー 卩 ■
_.vr.
・.物 理 化 学 の 進 歩VQI、8Na.3(1934)
、
餌..』'・ 囃)研 究.雜.fiL
幽 L'`』.幽" . .}㎝ 鞠 、 、 一}一 ～ 广.『、.'『.L「.."・..'」'.'r^A.一.一.一.{一.P、 ∵ 一b
冊 に比例的關係の成韋ナるか否か を隷備實験に於て確むること・としてゐる.ヒれi睿液中のInnと電.
/極 翔 こ黻'姓 物との蘭係iま構 、罅 であつ勾 嬬 ・め關i系灘 しく..探持 さる・.かYか`ま,檢融
鰍 ナ レ 断桝 る騨 躇癖 からであるCi,lir.;fbfC・肋 蹴 療瀧 蟷 つて塒 もiltの豫
備實驗.を行つπ.(笠川,中 本).
〔VH〕 表 面 張.カ.
爽両張力には他に例の無い程色々の測定法があるが←～=些は聊か翆の利か瞭蝉氣程桑ゐ聶數φ多
いめと.{噸づ拒馨:を鞄かせる・.表而襲力を靜的表面張 力と動的表面張力とに分けるとして6種 々な
矧 勧 齪 法雌 φ瀦 の何纏 .華踊 祉 何れの割合1唹 て與ふる ものか撚 しない・從っ
て1謙 φ:麺 張力醐 定励 海 ζよ り.鮴娯 に.L・又離 灘i警 液魔 舞 よ堪 の精曝 娯
にする事 もあ 購 る..以下表面弓1訪の測定法のH;鮒 に二三のi睿液の頬 張力に就て從來得た結果
.を述べてみ よう.
我 々の曹邇に用ゐてゐ る表面張力測定法 としては,,毛細管法.瀬 数法,譲 環法,及 び離.豊法があ
る・繖 油 ζは.T蜘坤 、Vi写k・・呶mQme… を'eezazaretまP・.Nbdy'sApParntを・離鐙脚 こは
r.eiiarLVs/Bti"gel.及呑.TorSionswage.を使[1】する
20℃の蒸餾水に就ての測定に於て,毛細管法lto.O〒7%.滴數法は(恥27%ド離壊法はQ;119%の
ぜ ゆ 　 ヘ サ
百分李誤差(公算誤差x100載F均値)が表はオLた`笠川).それ故髭の三つめ方法の内セは滴数法が
黻 騨 厳 爲乱 蜘 黻 灘 より∬c鵜 ゆ 表鹸 力を蹴 して 鳳03亅膕 碗 得た
(礎 輿 御 少.し蝉 礎 る榔 悪づ鳩 試・にh・畆 糠i睦 見ても7α晒 瑚 ト
74・3〔s脚の間の種ゆ 灘 麟 ヴ与れψ る.・
2]IK"CII,.aiSlkα汲 び'l ll黼糖の比緬 張力の・毛雛 法鏑 撃法及び纈 法による測定
齦 睇 晦 に示す齲ζ酢 よ・ぐ一致するが・o・1%ptts一・.'、1【)mninで噸 麟 と纐 法とに..よP'"i成
・り.め楫準≧來し,章此φ揚合に1まモ輝管法は階わ.ると≧が出來ぬ(笠川)・31i25-10D彪qy㏄rhlの
比表面張力を滴數法及び離環法により測定 した結果は第13鬪の様に爾者ば略々苹行 してゐるtt,睡
・. ..笛.+三 圏 第 九 表
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1 比 面 張 ?.　















〉離鐙沫 .の照序を示すが;Ptの系細 勺講 が姉 曜 る黥 曝 くカrl調がで働(齲)・
多 くの書物を見ると陰性吸着の系列.として 嫌〉細龍 及.ぴti>Na>Kカ:見ら.る、..然るに滴數法
によ り8.4N一つ.£.6L)5)gCgC.li一及び5.4N-0.詣鴇蚕.319916に就て3〔};Cにて測定せる結果は第14圃.ヒほ
の未す檬 に.℃aとMgとlq)間.に表面張力濃霹聞係ぼ細.し何等餐鹽 …を見 ない(笠川)・正1ζ(ゑ=Mg
と誑 すべきである・又KCI漁 叫 びLiCE・.横ゆ 比豪蔽 づ層 商數法1・て勸 章 る褓 は第
11表の様に,0.5M及び .0.1葦の何れの潯液にても表面張力は塲大 して陰性吸着の起.ることを示す
」













。,、 、,,,・ 測定者i岸 翠「一
が,表 面張 力は.0.5M..め溶液1.こてはN>Na>Li」め順 序 とな りbOJMの 溶液 にてはL董>Na>K
の晦 な・・灘 吸榊 蝉 轂 等し・・.き・餐 一即 決定・る・・と・G晦 了卜。嶼
り定律φ示す所であるから,岸本君咳)成鎖に就 ぎb.6"{及び0ユMの 雨濃度に於ける比表薔張力の差




蹕 齣 燭 縦 蜘 鰭 度闘 す程大擁 る・..例卜瞳 納 灘 に.】くα鈴 ウ25%麟(黼冫
及 び25%.(ミlyeerip(内藤).`ξ:於け る.成績 に於て此め關 係が良 く.窺はれ た.ζ れ 鱸類が陰性吸着 をな
すに.よ.り,表面 活性物質り表kiies度力:噌層塘大 さるL爲 め に招 致 さ.るLもので あ らう.又LJ,tt%・Gly一
呻 ・.1ご.0加の割a・i・1〈Cl,.NaCI.及び.1・iClを加 へる41罸 如N評C1は2.SpteGl)・ko.getiの
翠面 彊力を更に滅 少章 しむるがLiClは 多 少」骨加せ し軟る(岸苓).:此め點か ら見τ.も,LiC]1は険 卿躱
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匸VI口〕 無.茨活 性 炭 素.
.近來灘 縣 と.銘打つて伽 の轡1が賣鳩 酔 てゐる・活懺 素の鰤 贈 に就軍 灘 購
の1躪と關肌 儲 種り緬 力痴襯.隷 てゐるが・.溶渺ll.の雛 購0收 轆 蹴 魂 オξだ1糊
酔 マゐない粉 雌 夥 い・.富研究艦 於て戯 ・J.¥lillcr,.H.¥`:1.L,Lnesに倣i+,rを灘 酸
及び弗化水素にて處置 して無友活{韭炭素.を製造.し.各種炭素と共にその溶液匚[1に於ける牧管能の比
較搬 騰 めた.舩井)1褥そ嘛 要を緲 トは ・う.
0.02筏肉 悳香酸100c:,c.にg}して活性炭素.(),25:郎を加へ時 〃振盪.して一,童鬟夜欣醗する時は.:fix息
香灘 第畩 め攤 脚 簿 触 聖・.就幡 恢 活黻 素1爆 歓 なる牧黼 旨を示 してゐる
,第+二 表 一 活性巌幸の暦を飽和VaCl3ζはIiCIi睿液を通邇せ し
単.・ ・ 叢..藝.耋翳.難'、淵f盤 牒 犠鴛黙 驚盆角鷙
無 灰 活 性 炭.素.72.¥al1H叉 はhoii.として濾液 の巾に出て來る.こ の現象
血炭 〔1;ahlbzum)szはhydめ1y暫ischeAdsorptium.として知ちO,L-Lゐる。前喝 活
性炭素の數種に就て これ を試みたが,lhiCl.文はIiC:1の
加水分解的 吸漕 を荵起す ること無荻活性毅素に遍 も薯 し
く血炭 これに次 ぎ試 田及びK蜘 頃umの 活性炭素には
俵弱,.富士活性燐素には離1うられ なかつ た.3Mの]{CI,
.Nail,T.iCI,¥aH・,NaNOa,NaJ.V?1)II水 分解的吸hrの.強
さはKationに於 てはLi>¥a>Kの 系列.を爲 し,Aliion
に於 ては 亅>vo;>Rr:>C1の順 序 を爲す1搆 加水分解的
吸着は低温にな る程培撃 し.,〔1`C附近 に於て無灰活性淡.
素0.5…瓦.巾を3Z5c.clの飽 和¥aCl.を通過 させ ると..濾
.液はri…Col・1戯噸 癰 せ 頃 ≧・・撫 ・izt・・は:｢1 .13100…腰 ・3・…CI
瀞渋の通過 した灣末を潔餾水に.髄 せ しめて煮沸し,加熱のを 、濾過.すれ ば 濾液はSri:を呈 し,
・h鰤lp嗣・・li.鰤 ・薬・して柵 ・め1・iao・・…1恥 を顔 ・する・.生繍 液の ・・
は中栓に近いが騨 のみは約PH=3を 示す、 とli.謙・loの遊離xcilζll陳するものであつて.・
力凡水分ulfdih吸着は庇の遊離Hq.成 生機耳鄭を解 ぐ鍵.ともなるであ.らケ.
皿濠成分中1ごζ無茯活性炭素1≒よ り最.もよく牧着さる 、ものは血糖であつて血清20砺Cgに射 して
無荻活姓炭素0.鞄.を捌ふる時は牧着牽54%を示L,殪餘窒索は23%,.餓は7.5%蛋ド1はfi,3%,そ




加 雌 纏 素は極 く髄 し力敢 繋 れな・、・鰔 活麒 数 牧幣 れたる鰾 灘 坑麟1熾 牧
」着衆素を瞬内IL｢入するζとにょ り復たfr/tその毒作用叉は解毒作用を表1ま1す_以融 は無荻活
1蝋 準 蜻 陣 るが撚 少編 安舗 酸鋤 にて贈 嵶 き鵡 ・.富一蒔 峨 麺 加 却つ移
量1ご1)u1SltiSCを牧 牆する.(松りト).
〔皿 〕 吸 ・光 曲 線 ・
.濃度Cな .る}睿渋:の液 騰dcmを 光線が通過す る畦 通過前後の光め強度1.及 び1め 間には
・T,ignrhon 5】
三 共 藥 綿 堪 4i



















吶 … }」 齟.
… 十 一1・一・・d.畔 糟 ・..ご・..　 .:h..(1)
の鮴 のイけ ることは 秘。トぬ・幽 ・ゆ 瀕IIとして畢 蜘5オ してゐる'七 庭に1?1ま吸雌lsは
吸 光係敬 を示 し.i:叉はlogr:の 波長 に對する曲線は吸光曲 言と呼 ばれ る..吸光dN線をKφ 唾ヒ
illartenn,Nu睦illg等の分 光光度計に よ り求む るには1.複難な る手數 を要す るが,192iSI'一践GOkl隠rg
に よ り考案せ られ た.Sμk【rOdengDgm帥も旧ふれ嫁,簡 撃に 旦暉接 に吸光曲線 を描記 しfi'Jる.
tipekwdei・曜 ゆ 旧 まPrismxよ咄 つる單色堺 を二分 して・一 つは徽 鵬21mmを ・他は
同液厄Unmを 通過 せ しめ,後 者を吏にGnukcilに.より.弱わて前 者 と.同張度 となる檬 に調節すれ
ば,Graukcil,描叢 板.及びP肖smaの調 和的蓮動 に.より.自 働的 に吸光曲絲上の各點 を.定 め られた
1;一i座掫紙 上に描 詫 し得 る裝 置であ る・
Spuklm」[じn脚"ph・1こよ1♪各種色素.奮 色鹽 類,.錯盛 呈 色反應等 に剛す る多敷の璽光曲線が明か
にせら糠(小 島ヲ1而かも欺 多敦のもめ麟 雌 賄 蔀 た.ものである.第.1澗膿 の咽 と
















瑜 此 處1.こ沍…意.を促 し 度 い の は,Lu
C』及 びCロSO・の 吸 光 曲 線 で あ つ て,
.第13表及 第is表 に は
.IaudoltTa。
i鴻liじに 書昂遇泥せ ら 即した11・A・(ユllcnier
vaoderGonv)吸光 聖制1線よ り.得た 亅臨〔
値 と うlitinig一_¥farlensの分 光 光 度 計
に よ1,測 定 せ る34kUf(.('1・鳥),及 び.
Spektrodensograplllこよ り 看{トた 成 奉蛬i
(小島)と を 對 比 して 掲 げ た.CuSO4
は1.15Mo1几(:ula.は2.65Mol11で
あ る..從つ てUrnicrvanJcrGnnの






















































































































fx研獰 暉 曜 れで黐 ぬ:牌f蹕嗾 所難 脚 塒 呷 駒m・ter'Cあつて・光電的讌.献.
'騨 曝 ↑る・聯 鞍 す璽 寫鱒 .礎些 購9・一輝 管嘩 雑 ら糠 漁 蝿 躍 鍛 ず
る筋 ㍉.鰍 を介して雌1;鰰 る鰯 嵯 を騨 麗 憐i蝉1へ ⑳ 糊 ゆ 振蟶 撮影鯵 桝 な
ろ驚 な 鵡 窩晦 と移動噛 の乾板とば繍 な蘇 遐動'をなし速 度のiヒを溜灘 調節し得る・
駅 屮 徽 麒 ゆ 麟 密1_xt=#1riして蹴 計雛 の働 撒 蟾 と.しで壽醵 さる,.
蹟 ゆ 脚 鵬 が怒 外 ル線のaxe.巾・配購 の測定に賦 脚 さひ ・と艸 控 で も
無野こ糞であつて,.我々φ方に於ても石英分光寓眞APによる紫yF線吸牧スベクトルの研究に應用、し
て曝 欄 嘩 φ渺 ・≠に.Xf・・㏄・の渕 φ瀏 靹 め吟喋め上廟 ・てゐ・・例へば110
丁辮 獅 の吸鯒 榔 蝉 一吸1騨振嫐)
.越 む都 常[,・對勲:嶺 酵 の・.ゆ・.'・徽 麟
しで鼓檢灌通過光の釜線が,彦4)#i':LtiILt1Q5'a.して居るかを調べて1.黄辱.し蓍減弱裡度の點を等電位
;蜘.攤 線φ柳 ・緲 づf}L,100%吸收1こerr..繊棚 線30%蝋1ζ 鋳する吸收1瞞 勦 .#N己を
論 一胴 ・く.十.瞬 獅 ・て ・1・ai・導1に1・灘1・ ・5・噫 ・6f-Or1・糺 廉 暦・
3;Omni・.迄の範Wlにて.Beer-famhertの法則 適用 し得 ることを明1こした(吉 田).斯 樣 ないは 嘗本
.來φ躑 ゆ 外lc,31ikmpimtomete・`36t9ほ組織顯 勺方 面に 穂 用され て,・槌 單に定性向脆 範 圍 を=寧なか妹 繊 鋤 騨 嘩 齢 概院婀 献 ら.しむる㈱ ・確 方面緲 しタトれ砂 ら鰍 立
;ち到.らな墜いで躍に'二三の例を.畢ぐるに止めて置がふ.
.第1贓 ・'1燃の横紋微 維φ顯1瞭 頗 であつて,同bは¥{ikinjfh・醜 ・鰍 により繊維め縦軸
篳十・六圏ab 一
..
昌.-.一'アー 一 丁=齟 』』二'F「τ 『「」≒ 「孟 彡…一一 ・
一　 一 一 一 一 一 → 一 一 　 ,
一 一,
←'め々 向)に澱μaめ 窮藁板の明pttの度を撮影.,Lfcも.のである...P..圃り大きな山はa岡横紋線の
醵 静 線にゆ 鼬 髀 喇 のunlfltqる線に一致レ..轍近 く隼軽 窪騨1繊 紋線艸 雑 あ
;鞭撒 る1励線.(殆躍 め爼ゆ 皀　ち・怏 ・昧 必敵する・谷に靴 ρた小さな山は曜1綜の1殊
晦 魏 繍 榊 ち繝 椥 謳 たる・.此嚇 移轜 齢 被黼 顛 り幻倍嘆 さで幽 剛 堺 ゐ
・ 箏 十.七 圏
ab














る。第17圖bは 栗材の 寫眞aを 年絵に直 角の方向=(r→の 方向冫rc#$i6'せしめて,]lfikroptm60metec
{L2撮影 せ るもの であ.る・七 れ には叉寫翼 を用ひずと も木材 の菲 薄 な.る鉋 勵 ζて足.りる哩:』.ζれILよ
り.木材殊に そめ 年輪 等の研究が出來 る.第17鬪bは 伺aを7倍 に捜 大 した 歩みに於て撮 影 しfG.
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一(研 究維記)一
